
2マイクロホン伝達関数法（垂直入射吸音率）
4マイクロホン伝達関数法（垂直入射音響透過損失）

　スピーカから放射した音波の入射波と反射波の関係性を
2ヶ所または4ヶ所のマイクロホンの伝達関数で表します。吸
音率は2マイクロホンの伝達関数から、音響透過損失は4マ
イクロホンの伝達関数から算出します。

測定事例
　試料は、測定周波数に合わせて直径100mmまたは29mm
の円形が必要です。小サイズの試料を短時間で測定可能なた
め、防音材の性能を材料開発段階から把握できます。
　右の図は多孔質材料の垂直入射吸音率を測定した結果です。
　吸音率データから、都産技研が所有する音響材料シミュレー
ション（STRATI-ARTZ）を使用して、Biotパラメータなどの吸音・
遮音性能に関連する材料物性値を推定することも可能で、効率
的な材料開発を支援しています。

　自動車・鉄道・各種機器・建材などに使われる防音材の音響性能を測
定する装置です。材料が音を吸収する性能（吸音率）、音を透過させる
性能（音響透過損失）のほか、材料のインピーダンスなども測定できます。
得られたデータは、騒音対策、室内音響設計、音響シミュレーションなど
に利用します。職員が試料を預かって測定する依頼試験と、お客さまが
ご自身で測定する機器利用の両方に対応しており、目的や予算に応じた
利用が可能です。

名称 垂直入射吸音率・音響透過損失測定装置
 ブリュエル・ケアー製 4206T

型番 ハードウェア ： 3560B
 ソフトウェア ： PULSE Labshop Type7758 
   MS1021

測定周波数 太管（内径100mm） 50～ 1600Hz
 細管（内径29mm） 500～ 6400Hz　　　　

対応規格 垂直入射吸音率 （JIS A1405-2, ISO 10534-2, 
  ASTM E 1050）
 垂直入射音響透過損失（ASTM E 2611）

主な仕様

設備紹介

光音技術グループ

音響管
（垂直入射吸音率・
音響透過損失測定装置）

　依頼試験／垂直入射吸音率測定 中小企業  一般企業 

太管（1試料） 13,490円 26,870円

細管（1試料） 10,380円 20,670円

　機器利用／音響管※1 中小企業  一般企業 

機器利用（1時間） 1,221円 2,394円

利用指導（30分） 1,110円 2,221円

利用方法習得セミナー（3時間）※2 10,323円 20,508円

（税込）料金表

※1 機器利用ライセンス制度対象機器
※2 機器利用ライセンスを取得するために必須

光音技術グループ＜本部＞　TEL  03-5530-2580お問い合わせ

音響管（垂直入射吸音率・音響透過損失測定装置）測定装置のシステム

　平成24年5月に利根川水系の浄
水場で、水道水質基準を上回るホルム
アルデヒドが検出される水質事故が発
生しました。それに伴い、茨城県、群馬
県、埼玉県、千葉県など広範囲に及ぶ
地域で取水停止や給水停止が実施さ
れました。一方、東京都では三郷浄水場
を除く※すべての浄水場で、取水停止や
断水は実施されませんでした。
　その理由は、東京都水道局が平成
元年に金町浄水場より導入工事を始
め、整備を進めてきた「高度浄水処理」
にあります。浄水部浄水課の和田氏は
こう振り返ります。「事故の原因は、浄水
処理時の消毒用塩素と反応してホルム
アルデヒドを生成する化学物質が適切
に処理されないまま、利根川支流の河
川に流れ込んだことです。しかし、ホルム
アルデヒドは高度浄水処理により十分
処理可能な物質のため、他の浄水場を
増量するとともに、送水幹線の運用を変
更するなどして必要な給水量を確保しま
した」

　一般的な浄水処理である「急速ろ過
法」は凝集沈殿と砂ろ過を組み合わせ
た処理です。河川等から取り込んだ原
水に含まれる濁質は、凝集剤による凝
集沈殿と、その上澄み水をろ過池の砂
層に通すことにより、取り除かれます。
　一方、東京都水道局の「高度浄水処
理」では、凝集沈殿した後に、「オゾン処
理」と「生物活性炭吸着処理」を追加
し、その後、ろ過池に戻すフローを選定し
ています。（図参照）。オゾン処理では、
濁質を凝集沈殿させた上澄み水に、強
い酸化力を持つオゾンを接触させること
で、かび臭の原因物質やトリハロメタン
の元となる物質を分解します。生物活性
炭吸着処理では、活性炭の吸着作用と
活性炭に繁殖した微生物の分解作用
を併用して濁質を除去しています。
　現在、東京都水道局では、利根川水
系の取水量の全量が高度浄水処理さ
れた水となり、より安全でおいしい水を
都民に安定供給しています。
　「我々は限られた土地でも高効率で
処理できるオゾン処理技術（下降管並
流接触方式）を新規開発し、施設整備
面積が狭い東村山浄水場に導入しまし
た。さらに、今後もニーズに応じて高度
浄水処理技術を向上させていきます」と
同浄水課の西江氏はいいます。

　東京都水道局の技術力の高さは、海
外でも注目されています。「世界には、水
道整備の不十分な地域が数多くありま
す。中でも、東南アジアの無収水率の
高さは深刻です。そこで現在、我々は世
界最高レベルの漏水率3％をはじめと
する技術力で国際貢献を果たすべく、ア
ジアを中心に、技術協力やインフラ整備
を進めているところです」（総務部国際
施策推進担当課長 草野氏、横山氏）。
無収水とは、漏水や盗水により料金収
入にならない水のこと。例えば、平成26
年に無収水対策事業に着手したミャン
マーのヤンゴンでは、無収水率が約
66％に及びます。「現地での漏水調査
や日本製の水道管への取り替えおよび
修繕工事により、ヤンゴンで無収水を低
減させたように、今後もアジアをはじめと
する地域における水道事情の改善に
尽力していきます」
　東京都水道局は、社会状況の変化
を踏まえ、一層の給水サービスの向上、
社会・環境保全への貢献などの事業
展開を図り、「世界に誇る安心水道」を
目指しています。

「高度浄水処理」による高品質な
水、さらに漏水率の低さなど、東京
都の水道は高い技術力を有して
います。

最近注目されているトピックスを
取り上げ、ご紹介します

世界に誇る
安心水道

第15回

■取材協力
東京都水道局 浄水部 浄水課
東京都水道局 総務部 国際施策推進担当課長
東京都水道局 金町浄水管理事務所

水質事故を回避した「高度浄水処理」

オゾン処理と生物活性炭吸着処理
がポイント

高い技術力で国際貢献も
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多孔質材料の垂直入射吸音率
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図　高度浄水処理のしくみ
一般的な「急速ろ過法」に「オゾン処理」と「生物活性炭吸着処理」のフローを加えることで、
かび臭原因物質とアンモニアを100％除去。

図の提供：東京都水道局

※事故当時、三郷浄水場は高度浄水施設の拡張導入
工事に伴い、既存高度浄水施設を停止していました。

オゾン処理

生物活性炭吸着処理

沈殿池から

オゾンの発生状況
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